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「地域包括支援センター」ってご存知ですか？ 
 

高齢者の方が住み慣れた地域や環境で暮らし続けていくために、高齢者の生活を支

える相談機関として、東部（篠山、城東、多紀）と西部（西紀、丹南、今田）に地域

包括支援センターが設置されています。 

主任介護支援専門員（ケアマネジャー）、保健師、社会福祉士などが連携しながら

介護・福祉・医療などさまざまな面から高齢者の支援を行います。 

 

～下記のようなことがあれば、まずはご相談ください～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹波篠山市地域包括支援センターだより 
 

社会福祉法人 丹波篠山市社会福祉協議会 
丹波篠山市東部地域包括支援センター（担当地区：篠山・城東・多紀） 

〒６６９－２４４１ 丹波篠山市日置３８５番地１（城東公民館内） 
ＴＥＬ ５５６－２３４０ ＦＡＸ ５５６－２３５１ 

丹波篠山市西部地域包括支援センター（担当地区：西紀・丹南・今田） 
〒６６９－２２０５ 丹波篠山市網掛３０１番地（丹南健康福祉センター内） 
ＴＥＬ ５９４－３７７６ ＦＡＸ ５９０－１５５７ 

 

 

 

 

 

 

最近もの忘れが 

気になりだした 

 

 

近所の家の中から 

大声が聞こえる 

 
覚えのない買物代を 

請求する電話が 

かかってくる 

 
足腰が弱ってきたので 

運動してみたい 

 

 

 

 

 

 

 

介護の相談や 

介護保険の申請 

がしたい 

 

 
家に閉じこもって他の人 

と出会わなくなった 
 

http://2.bp.blogspot.com/-ZUPVauwLaDU/VbnQ2pW-E3I/AAAAAAAAwH8/HnoCE0OjiiQ/s800/sabetsu_gyakutai_otoshiyori.png
http://www.irasutoya.com/2015/07/blog-post_53.html


 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 と  き と こ ろ 内  容 問い合わせ先 

ホッと・ひといき
カ フ ェ 

4月 11日（月） 
5月 9日（月） 
（第２月曜日） 

13：30～ 

城下まち会館 

認知症介護で悩ん
でいる人や認知症
に関心がある人が
気軽に立ち寄れる
スペース 

丹波篠山市役所 
長寿福祉課 
高齢支援係 
T E L 5 5 2 - 5 3 4 6 

 
 

東部地域包括支援センター 
T E L 5 5 6 - 2 3 4 0 

 

西部地域包括支援センター

T E L 5 9 4 - 3 7 7 6 

 

たきたきカフェ 

4月 20日（水） 
5月 18日（水） 
（第３水曜日） 

10：00～ 

旧保健センター 
（東雲診療所隣） 

りんごカフェ 

4月 13日（水） 
5月 11日（水） 
（第２水曜日） 

14：00～ 

西紀老人福祉センター 

カフェやすらぎ 

4月 20日（水） 
5月 18日（水） 
（第３木曜日） 

13：30～ 

古市コミュニティ 
消防センター 

☆開催日と会場が  

変わります！ 

かやのみカフェ 
5月 22日（日） 
(奇数月第４日曜日) 

10：00～ 
中立舎 

 

★今月の認知症カフェだより★ 

 

 社会福祉協議会では、生活の困りごとを支援

する情報や生きがいや社会参加につながる情報

を必要とする方に活用いただけることを目的に

「地域の宝物」冊子を作成しています。 

内容は市内の公的な制度・サービス以外で地

区別の地域活動、生活支援・食事支援・買い物サ

ポートなどの地域資源を紹介しています。 

 食事支援についてはお弁当を自宅まで配達で

きる事業所や、買い物サポートは昔から地域で

営業されているお店も記載されています。 

 市内の民生児童委員・ 

協力委員、福祉委員、自 

治会長、福祉・介護サー 

ビス事業所、まちづくり 

協議会、ケアマネジャー 

などに配布されています。 

 地域でお困りの方がお 

られましたらご紹介くだ 

さい。 

 

Ｑ．独居の方を訪問した自治会長から

「本人が動きにくそうで心配」と民生

委員へ相談があり地域包括支援セン

ターに連絡がありました。 

Ａ．本人は当センターからの訪問につい

て了承されており職員が自宅に訪問

し、身体・生活状況の聞き取りを行い

ました。 

  両足の浮腫みや転倒しやすいこと、

体調不良になった１ケ月前から受診

ができていないことを聞き、まず受診

を勧め、介護保険の申請も提案しまし

た。検査の結果、持病の糖尿病の血糖

値が高めであったため薬を処方され

ました。ただ、１ケ月以上あまり動か

れていなかったため下肢筋力の低下

が見られ、地区いきいき塾への参加を

提案しました。継続して参加すること

で転倒のリスクが減り、また集い場に

参加することで他者との関わりもで

きるようになりました。 

こんな相談がありました 

 

※新型コロナウイルスの状況に応じて開催の有無や時間短縮を判断することもあります。 

今月の耳寄り情報 

 


